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はじめに

2019年に中国武漢で発生した新型コロナウイルス感染症は、

その後瞬く間に世界に拡大し、

各国の国境閉鎖や移動制限、煩雑な検疫制度、

また、旅行者の感染に対する恐怖心などから

航空需要、とりわけ海外旅行・海外ビジネス需要は著しく低迷し、

世界の観光産業やロングステイ市場は大きな打撃を被った。

コロナ感染拡大から3年目を迎え、ロングステイ市場が今後、

どのような変化を遂げるのかを探るのが本日のテーマである。



本日の内容

Ⅰ．新型コロナの感染概況

・新型コロナの観光産業に与えた影響

・新型コロナと入国制限について

・新型コロナとロングステイ市場

Ⅱ．今後のロングステイ市場についてのアンケート調査から

Ⅲ．ロングステイの今後の展望



■新型コロナの感染概況

・全世界の累積感染者数は6.０億人、累積死亡者数は649万人（2022年8月）

・累計感染者が多い地域： 欧州、北米地区、西太平洋（中国含む）、東南アジア
・新規感染者数が多い上位5カ国： 米国、中国、オーストラリア、ブラジル、ドイツ、

出典：WHOレポート
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■新型コロナの感染概況 ②

⚫世界の地域別累計感染者数 （人気ロングステイ先は感染数上位地域に存在する）



■新型コロナの感染概況 ③

【2020年のコロナの影響】

⚫ 世界全体の雇用の消失 約1億9千万人
⚫ 世界のGDP 約550兆円の損失
⚫ 世界観光GDP総額 10.4％ ⇒ 5.5％

（4.5兆ドル減 対前年49％減）

⚫ 観光関連就業者数 3.3億人 ⇒2.7億人

【参考】世界の航空会社の損失 航空旅客数は60％減の18億人へ

約12兆円の赤字⇒ 潜在的損失は40兆円

コロナ感染症が観光産業に与えた影響

出典：WTTC Economic impact2021



【参考】 2020年：世界の航空旅客数の推移

国際民間航空機関 （Int’l Civil Aviation Organization ： ICAO）
によると、 2020 年の世界全体の年間航空旅客数は前年比60％減
の 18 億人に減少。

出典：ICAO



■新型コロナの感染概況 ④

コロナ感染症が観光産業に与えた影響

出典：UNWTO 2022 「やまとごころHPより引用」

国際観光旅客数の変化の推移

アジア・太平洋
地区のみ回復が

遅れている



■新型コロナの感染概況 ⑤

⚫各国の感染防止対策への取り組み

【目的】航空を安全に再開するためのロードマップ

2020年5月

１．旅行前：旅行者の接触履歴の把握

２．出発空港：体温測定、ソーシャルディスタンス、マスクの着用

３．到着空港：入国・税関審査の簡素化、受託手荷物受取時間の短縮

2020年6月

１．14日間ルールでは旅行需要を喚起できないことから、出発前で陰性を

確認し、到着時に陰性証明を提出ルールへ

⚫新型コロナと入国制限 ～入国制限に至るまでの取り組み経緯～



■新型コロナの感染概況 ⑥

⚫各国の感染防止対策への取り組み

・2020年11月 （ICAO推奨の入国制限措置）

⚫感染コロナと入国制限 ～入国制限に至る経緯～



■新型コロナの感染概況 ⑦

主要国の主な入国制限措置（2021年以降）

1．欧州

・空港・機内でのマスクの着用義務

・ワクチン接種・陰性証明・回復証明の提示義務化

・EUデジタルCOVID証明書の提示

２．米国

・新型コロナワクチン接種証明の提示義務化＋隔離（2021年7月解除）

３．アジア

・新型コロナ検査の義務化

・入国時のPCR検査の実施（タイは渡航前72時間以内）

・入国時の隔離 （タイ・ベトナムなど）

・陰性証明書の提示
※1個所に長期に滞在し繰り返し往来するロングステイスキームは日本での厳しい入国制限により 多大な影響を及ぼした

2022年から各国は、入国制限緩和へ

⚫感染コロナと入国制限 ～入国制限に至る経緯～



【参考】LS海外サロン設置国の最新渡航情報

【アジア・太平洋】

ロングステイ人気国の東南アジア諸国では、パンデミックコロナ感染拡大により2020年以降、感染対策が始
まり外国人に対する厳しい入国制限を実施してきたが、今年に入り全体的に大きく緩和されてきている

国 観光での入国 入国制限の状況

マレーシア 〇 2022年5月からコロナ以前の入国条件を適用。日本人の観光目的
の渡航はビザなしで90日間以内の滞在は可能

タイ王国 〇 2022年6月からワクチン接種状況によらず、全ての渡航者に対し
て、タイ入国後の隔離措置が廃止＋タイランド・パス廃止

フィリピン 〇 2022年2月より、新型コロナワクチン接種を完了した日本の渡航
者の無査証入国が認められた

インドネシア 〇 2022年4月から特別到着ビザ（VDA）の発給がジャカルタなど主
要空港で可能となった。到着時、空港で申請可能

オーストラリア 〇 2022年2月より、新型コロナワクチン接種を完了し、有効なオー
ストラリアのビザを保有する全ての渡航者は渡航規制の免除許可
なしで渡航が可能

出所：ASEANトラベル・オーストラリア大使館



【参考】LS海外サロン設置国の最新渡航情報

【カナダ】

【欧州】

国 観光での入国 入国規制の状況

スイス 〇 2022年5月、ワクチン接種証明書不要に
「感染懸念国」以外、入国制限は廃止

オーストリア 〇 2022年5月以降、入国制限は廃止
2022年6月から日本への帰国・入国する方は3回ワクチ
ン接種の有無によらず、入国時検査を実施せず、入国
後の自宅待機は不要

スペイン 〇 2022年6月一部緩和、陰性証明だけでも入国可

マルタ 〇 2022年7月、「感染懸念国」以外、入国制限は廃止

国 観光での入国 入国規制の状況

アメリカ 〇 2022年6月陰性証明書の提示義務を撤廃。ワクチン接種
完了証明書の提示のみで入国可

カナダ 〇 2022年6月ワクチン接種義務を廃止



■新型コロナの感染概況 ⑧ （海外ロングステイ）

⚫海外ロングステイの定義 （ロングステイ財団）

生活の源泉を日本に置きながら海外の1ヶ所に比較的長く滞在し（2週間以上）、

その国の文化や生活に触れ、現地社会での貢献を通じて国際親善に寄与する

海外滞在型余暇である。

⚫海外ロングステイ人気国 Best5 2022.7月末

コロナ感染者累計 コロナ死亡者

１．マレーシア 4,755,288 36,136

２．タイ 4,634,180 32,027

３．ハワイ（米国全体） 93,634,408 1,041,141

４．フィリピン 3,852,170 61,308

５．台湾 5,020,895 9,608

【参考】 日本 16,962,177 36,833



■新型コロナの感染概況 ⑨ （海外ロングステイ）

⚫コロナ感染拡大がロングステイ市場に及ぼした影響

①海外各国並びに日本での入国制限強化

⇒ビザ、ワクチン接種証明、隔離など

②海外ロングステイ地域における感染拡大 （現地での行動制限）

③航空会社の大幅減便 （行動の自由の制限）

④日本に帰国時の自由の制限（隔離期間）

⑤感染症に対する恐怖心など心理的要因



■新型コロナの感染概況 ⑩ （海外ロングステイ）

⚫コロナ感染拡大が現地ロングステイヤーに及ぼした影響

①滞在型ロングステイヤーのマイナス面

・日常生活面での様々な制約・外出制限

⇒買い物、地元の人たちとの交流、レジャー活動の制限

・医療面での不安 （言葉の問題、医療体制、医療費など）

・滞在先周辺国観光の制限

・日本との往来の制限など

②滞在先ロングステイヤーのプラス面

・オンライン・インターネット活用による新しい価値創造 （ワーケーションの可能性）



Ⅱ．今後のロングステイ市場についての
アンケート調査から



今後のロングステイ市場についてアンケート調査

ロングステイ観光学会 研究会 担当：弓野・山田

調査期間：８月９日～８月２０日
調査対象：ロングステイ財団 海外サロン
回収 ：１８社（全２３か所）回収率７８％

１．インドネシア、バリ
２．オーストラリア、パース
３．オーストリア、ウイーン
４．カナダ、バンクーバー２
５．カナダ、バンフ
６．マレーシア、KL１
７．スイス、グリンデルワールド
８．スペイン、マラガ
９．タイ、バンコク１

１０．カナダ、トロント
１１．カナダ、バンクーバー１
１２．マレーシア、ペナン
１３．マルタ共和国
１４．マレーシア、KL２
１５．マレーシア、KL３
１６．マレーシア、イポー
１７．日本（セブサロン代表が石垣島在住）
１８．マレーシア．KL４

アンケートにご協力いただいた海外サロン一覧

インドネシア 1
フィリピン 1
タイ 1
マレーシア 6
オーストリア 1
スペイン 1
スイス 1
マルタ 1
オーストラリア 1
カナダ 4

１０か国１８サロン

回答者の現地での滞在期間



１ 滞在されている国、地域名
２ 何円位滞在していますか
3.日本人ロングステイヤーは2019年と比較して現在は戻ってきていると思いますか。該当する回答全てにチェックをいれてください
イ）戻ってきていない ロ）徐々に戻ってきている ハ）ほぼ戻ってきている

4.上記の質問に①又は②に回答された方に質問です。ロングステイヤーが2019年レベルに戻るのはいつ頃だと思いますか
イ）2022年の後半 ロ）2023年 ハ）2024年 二）元のレベルに戻るのは難しいと思う

5.あなたの住んでいる国において、ポストコロナのロングステイの生活様式や方法は大きく変わると思いますか。
イ）特に変わらない ロ）変わると思う ハ）大きく変わる 二）その他

6.上記質問で「大きく変わると思う」と回答された方にお聞きします。何が最も大きく変わると思いますか

7.新型コロナという感染症が世界中で長く続いていますが、今後も一定期間一か所に滞在する旅行スタイル（ロングステイ）は日本
人に定着すると思いますか（複数回答）
イ）国内ロングステイは定着する ロ）海外ロングステイは定着する ハ）リモートワークを採用する会社が増えると現役世代にも定着する
二）短期観光型から一か所滞在型ロングステイが定着する ホ）どちらともいえない

8.ロングステイに必要な滞在情報やサポート提供を今後も継続されますか
イ） 継続希望 ロ） 継続するか迷っている ハ） 旅行客のみをターゲットとしていく予定 二） 需要もなかったので継続しない

9.コロナ禍での滞在国で直面された最も困った事を差支えのない範囲でご記入ください

10.ロングステイ観光学会の存在はご存じでしたか？
ロングステイ観光学会 (asjlt.jp)

イ）この質問で初めて知った ロ） 活動に興味がある ハ） 興味はない

１０の質問内容

about:blank


3．日本人ロングステイヤーは2019年と比較して現在は戻ってきていると思いますか。該当する
回答全てにチェックをいれてください。

イポー、セブ、
KL、ペナン



ペナン、KL2か所、
セブ、バンコク、
トロント、バンフ、
バンクーバー２

イポー

KL,スイス、ウイーン

KL,バリ、パー
ス、
マラガ、
バンクーバ１．
マルタ



5.あなたの住んでいる国において、ポストコロナのロングステイの生活様式や方法は大きく
変わると思いますか。

バンコク、イポー、
バリ、KL,バンフ、

スイス、
KL,KL,
パース、
バンクーバー、
マルタ

トロント、
マラガ、
バンクーバー、
ウイーン、
セブ、
KL,
ペナン、



6.上記質問で「大きく変わると思う」と回答された方にお聞きします。何が最も大きく変わると思いますか

➢ KL :わかりません

➢ パース：コスト的に富裕層のみロングステイが可能になっている

➢ トロント：万が一現地で病気になった場合の病院や保険等の心配

➢ バンフ：物価上昇、円安のため、日本円をベースに生活されている方は、生活様式を変えざるを得ない。

➢ マラガ：国のコントロールが様々な側面から強化される

➢ ウイーン：特に大きく変更が発生するとは思いません。

➢ マルタ：特に変わらないと思います

➢ バンコク：円安も進み以前のように物価が安いからという理由で滞在する方がいなくなると思う。富裕層か余程強

い理由がある方しかロングステイできなくなるのでは？

➢ イポー：MM2Hの解約者が多くなり、今後は短期滞在する方向で行く形式となる。

➢ グリンデルワールド：そのような回答をしていません。

➢ バリ ：現地医療設備の事前確認

➢ KL :MM2Hビザの申請条件変更

➢ セブ：生活水準

➢ ペナン：食事のスタイル

➢ KL:大きく変わるとは思わない



する





9.コロナ禍での滞在国で直面された最も困った事を差支えのない範囲でご記入ください

➢パース：２年半出国できなかった。出国したら帰国できる保証がなかったため

➢マラガ：面倒なことは多々ありましたが、仕方がないということで乗り切った感じです。日本に自由に帰れな

いというのも大きな不安でした。

➢バンフ：スタッフ不足によりサービスの質、量の低下

➢KL :ロックダウン

➢ペナン：ロックダウンになった時、移動距離、範囲がしてされたこと

➢KL :入出国が厳しく日本に帰れなかったこと

➢KL :出入国制限とルール

➢トロント：帰国前のPCR検査で陽性となりホテルに隔離された方がいましたが、海外でおひとりで残された時のメン

タルケアが必要だと思いました。

➢KL :日本に滞在している家族が入院した時、すぐに日本へ帰国できなかった。マレーシアのロックダウンの時に外

に外出できなかった

➢グリンデルワールド：日本帰国時のの問題、MYSOSのインストールなどなど

➢バンコク：自分の会社の経営、売り上げ激減下での資金繰り

➢バリ ：自身、家族への感染防止のため、外出して友人たちと会うことと自粛せざるをえないこと

➢マルタ ：観光客が激減したこと

特になし ３件



マラガ、
バンクーバー、
ウイーン
セブ、
KL,



アンケートのまとめ ①

【ロングステイ市場について】

・海外で2020年から起こったパンデミックは、各国の事情、方針によって管理、統制方

法が違い、日本人に人気のアジア各国はロックダウンをはじめ厳しい制限が発令された。

また、日本への入国制限が厳しくなり、ロングステイ市場は大きな影響を受け、現在も

72％の海外サロンがロングステイヤーが戻ってきていないと回答している。

・ロングステイ市場の2019年への回帰は、難しいという海外サロンが44%,そして

33％の海外サロンが戻っても2024年以降と回答している

・そして、ロングステイの生活様式も27％の海外サロンが大きく変わるだろうと

回答している。



アンケートのまとめ ②

【ロングステイ市場の今後の課題】

①現地の医療体制・事情の事前確認、海外旅行保険、従来カード保険のみが多

かったが、コロナ対策用の保険加入が必要となる。

②入国後の感染対策としてアプリ対応の国が多い。携帯電話ガラケーはＮＧ．スマホ

が必須となる

③物価高、航空運賃の高騰、円安の影響も大きく、ロングステイ市場は

富裕層に限定される可能性が高い。

※今後のロングステイについては、リモートワークを採用する会社も増えたことで

現役世代にも定着すると44％の海外サロンが回答している点は注目に値する。



Ⅲ．ロングステイ市場の今後の展望



■ロングステイの今後の展望

⚫Beforeコロナのロングステイマーケットの概況

１）「安・近・暖」が主流

２）ロングステイ滞在型余暇のライフスタイルとは



■ロングステイの今後の展望

⚫Beforeコロナのロングステイマーケットの概況
1）．「安・近・暖」が主流

以前⇒アジア/太平洋地域の国がTOP10に7ヵ国ランキングしたい国・地域の推移

COVID-19蔓延以前のロングステイしたい国・地域の推移 出所：ロングステイ財団



■ロングステイの今後の展望

⚫Beforeコロナのロングステイマーケットの概況
COVID-19蔓延以前のロングステイしたい国・地域の推移

出所：マレーシア政府観光局

マレーシアMM2H長期ビザ取得者の推移（2002-2018）

10年間滞在査証（MM2H)の取得状況 （例：マレーシア)

・MM2H査証取得者の推移は2000年以降、順調に伸びていたが、2012年（団塊の世代が65歳到達時）
から減少に転じている。 2021年から査証取得条件が厳しくなった。
・日本人の１０年間の滞在査証MM2H取得者数 中国１位（累計12,881人）日本２位（同4,778人）



■ロングステイの今後の展望

⚫Beforeコロナのロングステイマーケットの概況

２）ロングステイ滞在型余暇のライフスタイル

・現地での人的交流 （趣味・スポーツ・食事会など）

・旅行・レジャー （近場や近隣諸国への短期旅行など）

・イベントへの参加 (異文化体験など）

・知的好奇心の探究 （語学・習い事など）

※ ロングステイヤーは現地での非日常生活を通し、多くの刺激や学びを

体験できたと賞賛の声が多い。 （2016年アンケート結果より）



【参考】ロングステイを体験した人へのアンケート結果
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現地の方と接する機会がなくて残念だった

思ったより不安や困難が多かった

退職後LSをしたが又就職か起業の意欲がわいた

安く生活できたので、老後資金の節約ができた

夫婦で滞在し、お互いの価値観を再認識できた。

LS先で永住したくなった

長期滞在査証を取得したい

銀行金利が良かったので資産運用ができた

日本の歴史、文化を見直すきっかけとなった

ライフスタイルを見直すきっかけとなった。

多くの現地の友人ができて世間が広まった

LS経験がよかったので広めたいと思う

現地の方と接しよりお互いの理解が深まった

生活の価値観が変化した

滞在国の歴史、文化、風習を習得できた

新しい友人ができた

日本が良い国であると改めて認識した

今後も海外LSを継続したい

多様な価値観を得ることができた

回答者数 104名 出所：長期滞在型・ロングステイ観光学会 2016年度 分科会課題調査
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■ロングステイの今後の展望

⚫Afterコロナのロングステイマーケット

1．コロナ感染拡大でロングステイはどう変化したのか？

２．ロングステイのライフスタイルの変化は？



■ロングステイの今後の展望

1）コロナ感染拡大でロングステイはどう変化したのか？

・ コロナ感染拡大による様々な現地での自由行動の制限

⇒滞在型余暇本来の様々な活動に支障が生じた

⇒感染への恐怖から滞在先での生活を余儀なくされた

⇒医療体制への不安 （言葉の問題、ワクチン接種など）

⇒買い物の制限

⇒情報収集の課題が暴露 （特にコロナ関連情報）

・ 近隣諸国への旅行や日本への一時帰国が困難に

⇒海外のある特定地域に滞在しながら様々な地域を訪問するLSスタイルが

制限されたことでロングステイヤーのストレス増加

■Afterコロナのロングステイマーケット



■ロングステイの今後の展望

２）ロングステイライフスタイル（生活）の変化

・物価の高騰

⇒欧米だけでなく安かったアジア圏でも生活費が高騰

⇒不動産価格の高騰 （投資対象ではなくなる）

・余暇・レジャー費の高騰

・ショッピングスタイルの変化 （自由行動の制約）

・国独自の感染対策への対応を余儀なくされた

⇒ストレス増

⚫ Afterコロナのロングステイマーケット ②



■ロングステイの今後の展望

⚫Afterコロナのロングステイマーケット③

1）今後のマーケットの予想される変化
①富裕層によるロングステイへ

⇒円安・物価高騰で海外滞在型の魅力が薄れてきた

②国内ロングステイへの回帰

⇒今まで海外ロングステイしていたロングステイヤーが日本での長期滞在を

目指す可能性 （日本国内の滞在型インフラの整備が前提）

③現役世代によるテレワーク型海外ロングステイ

⇒リタイヤメント層が中心であった海外ロングステイが、現役世代も可能に

「Longstay with Family」への広がりに期待



■ロングステイの今後の展望

２）ロングステイのライフスタイルはどう変わるのか？

①安全意識の高揚による生活スタイルの変化

・密を避けるアウトドア志向が強まり、都市空間で過ごす時間が減り

グリーンツーリズム、アグリツーリズム、サイクルツーリズムなどへシフトか？

・安全を意識した生活スタイルへシフト

⇒インターネットやオンラインの活用による交流会・イベントの開催

・医療保険加入による健康と生活の安定

②節約志向の高揚

⚫ Afterコロナのロングステイマーケット④



■ロングステイの今後の展望

⚫海外ロングステイの今後の課題

①事前情報の収集

・各国のビザ情報、安全情報、コロナ情報など

②綿密なロングステイ計画の遂行

・予算に見合った滞在計画 （賃貸物件、期間など）

・ロングステイの目的の明確化

③安全と健康対策

・コロナ対策用の医療保険への加入 / 事前医療情報の収集

・携帯電話はガラケイではなくスマホが必須



■ロングステイの今後の展望（まとめ）

世界的なコロナ感染の拡大は、世界中の日常生活に多大な影響を及ぼした。
海外滞在型余暇を目的とするロングステイもその例外ではない。今回、様々
な情報に接し考察する限り、ロングステイの行動様式は変わらないものの生活
形態や余暇の過ごし方は今後価値を変え、大きく変化すると考えられる。

⚫新しいロングステイの潮流

今回の調査で見えてきたことは、

①海外ロングステイ市場は、シニア層から富裕層へ、又 テレワークを活

用した現役層へシフトする可能性が出てきていること

②安全とリスク管理がより重視されるようになること

③国内ロングステイ市場が今後インバウンドロングステイを含め,大きく

成長する市場になること （インフラ整備が前提）
以上



ご清聴ありがとうございました。


